





1977年（昭和52年） 5 月　東京大学教養学部助手（～1979年 3 月）
1978年（昭和53年） 4 月　青山学院女子短期大学非常勤講師（心理学）（～1979年 3 月）
1979年（昭和54年） 4 月　専修大学文学部講師（発達心理学）
1982年（昭和57年） 4 月　専修大学文学部助教授（発達心理学）
1988年（昭和63年） 4 月　東京女子大学文理学部非常勤講師（認知心理学特殊講義）（～1988年 9 月）
1988年（昭和63年） 4 月　東京都立大学人文学部非常勤講師年（心理学特殊講義）（～1989年 3 月）
1989年（平成元年） 4 月　専修大学文学部教授（発達心理学）（～2010年）
1990年（平成 2 年） 4 月　青山学院大学文学部非常勤講師（教育心理学演習）（～1991年 3 月）
1990年（平成 2 年） 9 月　東京大学文学部非常勤講師（心理学特殊講義）（～1991年 3 月）
1997年（平成 9 年） 4 月　東京大学教養学部非常勤講師（人間行動基礎論）（～1997年 9 月）





























学会第 3 回大会発表要旨　基礎心理学研究， 3 ，63.
鹿取廣人・山上精次・佐藤隆夫・小田浩一（1984）．視運動機能の発達とその障害（ 2 ）日本基礎心理







（ 1 ）日本基礎心理学会第 4 回大会，発表要旨基礎心理学研究， 4 ，47.
鹿取廣人・鳥居修晃・山上精次・佐藤隆夫・小田浩一（1985）．視運動機能の分析：その発達と障害
（ 2 ）日本基礎心理学会第 4 回大会発表要旨基礎心理学研究， 4 ，48.
鳥居修晃・鹿取廣人・望月登志子・山上精次・佐藤隆夫（1985）．視運動機能の分析：その発達と障害





運動の諸特性　日本基礎心理学第 6 回大会，発表要旨，基礎心理学研究， 6 ，45.
野呂瀬隆子・片寄隆正・山上精次・中嶋芳雄（1987）．各種の照明光源下における色評価と色彩感情　
日本心理学会第51回大会発表論文集，176.
山上精次（1988）．Development and dysfunction of visuomotor function （1）, （2）Paper presented at 




















































































山 上 精 次（2012）． 心 理 学 研 究 室 の 近 現 代 史 と2012年 日 本 心 理 学 会 大 会 , Annals of Yamagami 





















会発表論文集， 2 PM- 1 -031.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2014）．幼児における感情的役割取得と対人的問題解決が向社会性に
及ぼす影響　日本心理学会第78回大会発表論文集， 3 AM- 2 -017.
林大輔・大西まどか・山上精次（2014）．デジタル数字のクラウディング効果と視覚処理の階層性の関
係　日本基礎心理学会第33回大会， 2  A25.
榎本玲子・山上精次（2014）．道具の使用方向と身体近傍諸活動空間の関連についての検討日本基礎心
理学会第33回大会， 2  A33.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2015）．幼児の感情的役割取得対人問題解決から予測される対人行動　
専修大学人間科学部論集心理学篇， 5 ， 1 -13.





自己制御機能の関係　日本基礎心理学会第33回大会， 1  A19.
鈴木玄・山上精次・大久保街亜（2015）．視線変化による注意捕捉は男女で異なる　日本心理学会第79
回大会， 2  PM-077.
石黒良和・榎本玲子・山上精次・藤岡新治（2015）．援助要請と生活適応感の関連性｛他者軽視と自尊
感情の観点から日本心理学会第79回大会， 2  EV-027
大岡駿介・榎本玲子・山上精次・村松励（2015）．自己制御資源の消耗が欺瞞行動に及ぼす影響　日本
心理学会第79回大会， 3  EV-019.
堀越歩・榎本玲子・山上精次・吉田弘道（2015）．キーボードタッピングが侵入記憶に及ぼす影響　日
本心理学会第79回大会， 3  EV-087.










会第35回大会， 1  PM47
林大輔・寺尾将彦・山上精次・大杉尚之・村上郁也（2016）．ひし形の歪み錯視の時間特性に関する検
討　日本視覚学会2016 冬期大会， 2 p16．
大西まどか・小田浩一・山上精次（2016）．読材料の文字数が MNREAD-J 読書評価に与える影響　視
覚障害リハビリテーション協会
Oda, K., Ohnishi, M., Otsukuni, T., Takahashi, A.,Sugiyama, M., & Yamagami, S. （2016）. Effects of 
length of reading materials on key parameters of reading speed function, VSS 2016 0509.
山上精次（2017）．「基礎実験 2 」― 次の半世紀へ（ 1 ） 　Annals of Yamagami Laboratory, 7, 1-49.
Ohnishi, M., Oda, K., & Yamagami, S. （2017）. Systematic effect of strokewidth on legibility of Japanese 
fonts, The 12th Vison 2017, PAR18.05, 14.45-15.00, 105.
林大輔・山上精次（2017）．実際の発話者と知覚される個人性を切り分けられる音声の探索的検討　日
本音声学会，第31回大会，B 2 ，13:35-14:05．
田代美冬・山上精次（2018）．マインドリーディングの発達的検討　日本心理学会第82回大会発表論文
集， 2 PM-091．
